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このニュースは中央団体と県連絡会に送付しています。地域連絡会や単産に送って下さい。
｢2015年まで毎年１％引上げ｣と麻生首相、増税断念へ運動強化を
９月22日の自民党総裁選で選出され、24日の臨時国会で第92代総理大臣に決まった麻生太郎氏は、総裁選後の記者会見で「(経済は)全治３年と言ってきたが、そこから先２０１５年ぐらいまで毎年１％ずつ上げるという流れではないか」と表明。２０１１年からは５年間で10％台まで引き上げる構えです。「構造改革」路線強行で貧困と格差の広がりをもたらした責任についての反省は何一つなく、社会保障財源・財政再建について消費税増税以外の道筋は語れない状況です。消費税増税問題で国民の審判を明確に下す総選挙にするために、署名・宣伝・対話に全力をあげましょう。
総選挙で「増税勢力に審判を」
10月1日、11月13日は国会要請などの行動へ
＜各界連が運営委員会開く＞
　消費税廃止各界連（各界連）は９月18日、都内で運営委員会を開き、当面の運動方針を決めました。情勢討議では、福田首相辞任は「構造改革」にしがみつくアメリカと財界いいなり政治の破たんであり、国民の運動が自公政権を追い込んできた成果であることを確認。来る総選挙では消費税増税推進勢力に審判を下し、増税を断念させる最大のチャンスとして奮闘することを決意し合いました。この間のとりくみでは各地で「税と社会保障」などをテーマに学習会が積極的に行われていることや、「高校生がいっしょにビラを配ってくれた」（愛知・尾北）、「商店街の宣伝で署名してくれた３分の１は若者だった」（なくす会）、「８月の行動で署名が２００人分寄せられたが、中学生グループも『学校で消費税について勉強し、悪税だと分かった』とみんな署名してくれた」（神奈川）など、青年層の関心が高まっている特徴も報告されました。

　当面の方針として、①総選挙で消費税問題を最大の争点として押し上げるために、議員要請、候補者アンケートを強め、有権者に判断材料を提供する　②公示日をめどに運営委員会の「アピールを」出す　③10月１日に国会要請行動をおこなう　④11月13日に国民大運動などと集会を行い、各界連独自に国会要請と財務省前行動を計画する　⑤年末までに１０００万署名・対話を推進する　⑥地方で宣伝・署名・学習会・地域デモなどを強め、自治体議会請願、団体懇談などを推進する――などを確認しました。
◎学習会や申し入れも各地で◎

☆増税阻止へ地域２万署名運動のスタートを＜新津＞　新潟・新津各界連は９月６日、「２

万筆署名スタート集会」と銘打って学習会を開催。消費税をなくす会の梅村事務局長が講演し、「９月１日福田首相が国民との矛盾を深め、政権を投げ出した。しかし政府はマスコミまで動員して消費税の増税に執念を持っている。情勢はまさに正念場。政府のキャンペーンに打ち勝つ運動を」と訴えました。医療機関職員、牛乳宅配業者、主婦らが厳しい経済情勢や経営・生活難と消費税負担などの実情を話しました。１１月までに新潟市秋葉区で２万人の署名を集めること、そのために８カ所での行動計画をたたてすすめることなどが提起され、決意を固め合いました。

☆３２の団体へ申し入れ３団体がすぐ賛同＜滋賀＞　滋賀県各界連は９月４日、大津民商の喜多会長ら４人が「国会と９月県議会への消費税増税反対の請願署名を」と３２団体に申し入れました。商工会議所、商工会、酒造組合、建築組合、商店街連盟、生協連など９の業者団体と労組・民主団体などでうち３団体はすぐ賛同を寄せてくれました。

☆総選挙での審判めざし運動再開へ学習＜越谷、三郷＞　埼玉・越谷各界連は９月17日、活動再開へ「消費税学習＆再開集会」を21人で開きました。第一経営の生沢壮介税理士を講師に、憲法の求める税のあり方・とり方や、消費税の不公平さ、財界の消費税率引き上げ論と財源について学習しました。土建組合員は引き続き個人請願にとりくむこと、民商会員は９月議会で個人陳情書１５２人分を携え会派を回った活動が報告されました。消費者と事業者の消費税に対する受け止めの違いや市民の声も交流し、今後の活動としてパネルや資料で街頭宣伝を充実させることなどを話し合いました。11月21日には消費税をな

（２ページに続きます）

くす全国の会の梅村事務局長を招いての「決起集会＆再会総会」を１００人規模で開くことを確認しました。同・三郷各界連も総会と学習会をおこない、４団体24人が参加しました。県各界連の山崎事務局長が、大企業・大資本家の負担軽減を目指す消費税増税であること、年金・社会保障に使うとの「ウソ」について解説しました。その後は３月から再開している宣伝行動について引き続き24日の定例化を確認しました。

◎９月、８月の宣伝行動続報◎
★「手伝うよ」と高校生がビラ配りに協力＜尾北＞　愛知・尾北各界連は9月10日、民商、新婦人、革新懇の会などが名鉄江南駅前で宣伝。行動を始めてすぐ、その場に居合わせた高校生が数人「オレもそのビラ配り手伝うよ」と一緒に配ってくれました。通行人の関心も高く、自ら署名用紙のある机に来て署名する姿が目立ち数人が並ぶ光景も。「消費税を上げなくても社会保障費は確保できる」などのパネルを並べ対話すると「大企業がそんなに税金をまけてもらっているなんてびっくりした｣との声も返ってきました。署名は１時間で97人から寄せられました。同県内の中川民商も愛知県連のいっせい行動にあわせて12日に高畑交差点で全商連の「下げろガソリン、上げるな消費税」の署名行動をおこない、50人から署名が寄せられました。
★消費税・後期高齢者問題訴えて＜八戸＞　青森・八戸各界連は８月27日、十三日町三春屋前で、医療生協の人たちも加わって６団体29人が宣伝しました。「後期高齢者医療制度廃止」署名が１１５人分、「消費税増税反対」署名が89人分集まり、チラシ２５０枚を配りました。

★「頑張って」の声援も受けて＜久慈＞　岩手・久慈各界連は８月28日、道の駅「やませ土風館」で、バスで入ってくる市内見物の観光客らに訴えました。「大企業にもうけにふさわしい負担を」と話すと町内の奉仕活動をしていた人から「頑張って」と声援も飛びました。署名には盛岡市の人も何人か記入してくれていました。

★ティッシュ配り署名訴え＜川口＞　埼玉・川口各界連は８月22日、２団体16人がチラシ１５０枚、県各界連作製のティッシュ２００個を配布し、消費税署名８６人分、後期高齢者医療制度の署名５８人分が寄せられました。同・戸田連絡会も25日、同・飯能連絡会も28日に宣伝しました。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～
※各地の行動のニュース、記事を送ってください

★「消費税はこんなにいい税」――関税会が中学生に標語を募集★

　各地の関税会などが中学生に標語を募集しています。神奈川県のある学校で配られたものが新婦人の会員さんの協力で届けられしたので紹介します。消費税の本質を学ぶ前に若い心に定着をさせようという狙いがはっきりしているのではないでしょうか。
	「税の標語」応募用紙

主催団体　神奈川県関税会連合会

協賛団体　全国関税会総連合会

後援団体　(財)大蔵財務協会

◎形式、内容は自由です。５・７・５の俳句形式にこだわることはありません。

短歌のように長くても結構です。消費税に限定しなくても結構です。

(例)　　　　　＊　活かそうよ　みんなの未来に　消費税

　　　　　　　　＊　我が国の　明日を支える　消費税

　　　　　　　　＊　安心と　未来を守る　消費税

　　　　　　　　＊　確定申告　今年は挑戦　イータックス

　　　　　　　　＊　税金を　正しく納めて　明るい社会

　　　　　　さあ・さっそく作ってみましょう。

　　　　１・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　２・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　３・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
　　　　

　　　　学校名　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　氏　名　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　応募先は　神奈川県関税会連合会（以下、省略）

















